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研究成果の概要（和文）：Perfusion CTは，ヒトの脳梗塞の急性期診断のために開発された，血流測定法である．本研
究では動物の脳における各種条件設定が解析値に与える影響を調べた． 
全ての解析条件において血流マップは脳の解剖構造を反映していた．しかし解析アルゴリズムおよびスライス厚の違い
により視覚的に解像度の違いが認識された．ノイズ除去処理による血流値も比較したが，いずれの条件間にも有意差は
認められなかった．異なる条件により視覚的な違いおよび解析値に有意差が生じる場合がある．そのため，同一の条件
を用いて解析する必要がある．また，イヌではヒトより薄い解析スライス厚（4 mm）を用いることが望ましいと考えら
れた． 

研究成果の概要（英文）：Perfusion CT is the blood flow measurement method developed for human acute 
stroke. In this study, the influence of imaging or analysis settings to blood flow measurement in brain 
and pancreas of animals. Analyzed blood flow maps reflected brain anatomical features in all settings; 
however, visual image resolution varied by algorithms and slice thicknesses. Noise removal procedure did 
not influence to the blood flow. In addition, thinner slice thickness should be employed than humans 
(within 4.0 mm). So the identical settings are needed to avoid the difference of results by settings.

研究分野：放射線学

キーワード： Perfusion CT　brain　pancreas
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１．研究開始当初の背景 
	
 CT 灌 流 画 像 解 析 は CT(Computed 

Tomography)とヨード造影剤を用いて，臓器

血流を毛細血管レベルで非侵襲的に定量評

価できる造影検査方法である．わずか数十秒

のDynamic scanデータと造影剤の薬物動態解

析から得られた血流値は，臓器の機能レベル

を反映する．特筆すべきはその安全性で、造

影剤投与量は通常の造影 CT の半分以下であ

る．さらに解析時間は 5-10分程度であるため，

ヒトでは脳梗塞の超急性期診断の第一選択

の診断法である．しかし CT 灌流画像解析法

は，ヒト用に設定されており，体重，血液量，

心拍数の顕著に異なる動物では解析結果の

信頼性が確保できない．そのため現在，動物

で本法を行う場合の CT スキャン方法，造影

法，解析モデルの選択については全く確立さ

れておらず，臨床，実験動物のいずれについ

ても実用化には至っていない． 
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２．研究の目的 
	
 本研究計画では，CT 灌流画像の動物への

応用を目的とし，定量解析条件の確立を行う．

現在の獣医療では非観血的・定量的に毛細血

管レベルの臓器血流を評価する方法は少な

く，また多くの場合長時間の麻酔が必要とな

る．そのため短時間・非侵襲的な臓器血流解

析が行える CT 灌流画像の実用化が獣医療に

与える影響は大きい．また，実験動物におい

ては，マイクロスフィア法などによる血流計

測ではその都度，安楽殺を行う必要があるた

め，CT 灌流画像によって実験動物数の大幅

な逓減が期待できる． 

 

３．研究の方法 
	
 ビーグル犬を実験に用いた.撮影条件は,管

電圧 80 kV,管電流 100 mA，撮影範囲 32.0 mm，

撮影スライス厚 4.0 mm とした，非イオン性

ヨード造影剤 iodixanol 400 mgI/kg を 5.0 

ml/secで投与し，同時に 45秒間のダイナミッ

ク撮影を開始した.画像取得後，ワークステー 

ションを用いて入出力関数となる動静脈，再

構成スライス厚，解析アルゴリズム，および

マトリクスサイズを変化させ，Perfusion CT

解析を行い，血流マップを作成した．各血流

値の測定は灰白質，白質，基底核，海馬，視

床，および小脳で行った．	
 

	
 また膵疾患臨床例について，Perfusion	
 CT

を利用して腫瘍の伸展および性質を推測す

る試みを行った．	
 

	
 

４．研究成果	
 

全ての解析条件において血流マップは脳の

解剖構造を反映していた．しかし，解析アル

ゴリズムおよびスライス厚の違いにより視

覚的に解像度の違いが認識された．視覚的な

違いは特に解析アルゴリズムおよび解析ス

ライス厚が異なる場合に容易に認識された

（図 2）． 
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 灰白質および白質の血流値について，解析

アルゴリズムが異なる組み合わせ間で，多く

の場合解析値に有意差が認められた．概ね

SVD+法による解析値は box-MTFのそれより

も偏差が大きかった．また，SVD+法では

box-MTF法と比較して，マトリクスサイズの

違いによる CBF の差が認められた (有意差

は認められなかった) ．ノイズ除去処理強お

よび弱による血流値も比較したが，いずれの

条件間にも有意差は認められなかった．スラ

イス厚の違いは，特に血流マップの精密度に

影響を与えた．ヒトでは主に 8.0 mm の再構

成スライス厚が解析に用いられるが，これを

動物でも踏襲してしまうことで 8.0 mm の厚

みの中に多くの解剖学的構造がたたみ込ま

れてしまい，臨床的価値のない血流マップと

なることが分かった．ヒトと比較してイヌで

は臓器が小さく，マウスやラットではさらに

小さいために，動物での Perfusion CT解析は

再構成スライス厚を可能な限り薄くするこ

とが必要である．しかしながら各メーカーか

ら現在市販されているソフトウェアでは選

択できるスライス厚の限界が存在するため，

解析には部分容積効果の出現を十分注意す

る必要がある． 

	
 異なる条件により視覚的な違いおよび解

析値に有意差が生じる場合がある．そのため，

同一の条件を用いて解析する必要がある．ま

た，イヌではヒトより薄い解析スライス厚（4 

mm）を用いることが望ましいと考えられる．

本研究の結果は，今後解析条件を標準化する

ための参照値として利用できる． 

	
 またこれらの結果から得られた条件設定

を参考に，膵疾患臨床例に対しインスリノー

マのような通常の画像診断の困難な症例の

診断に対し，Perfusion CT を用いて補助診断

を行うことができている（図 3）． 
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